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（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内容に重要な

変更はありません。また、主要な関係会社の異動もありません。

なお、第１四半期連結会計期間より報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４ 経理の状況 １

四半期連結財務諸表 注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第68期

第３四半期
連結累計期間

第69期
第３四半期
連結累計期間

第68期

会計期間
自 平成24年10月１日
至 平成25年６月30日

自 平成25年10月１日
至 平成26年６月30日

自 平成24年10月１日
至 平成25年９月30日

売上高（千円） 10,746,134 11,941,011 15,160,226

経常利益又は経常損失（△）（千円） △290,453 21,106 △8,792

四半期（当期）純損失（△）（千円） △498,072 △120,804 △202,239

四半期包括利益又は包括利益（千円） △487,748 △120,476 △192,011

純資産額（千円） 3,246,620 3,405,275 3,542,358

総資産額（千円） 14,302,842 15,147,527 15,025,107

１株当たり四半期（当期）純損失金額

（△）（円）
△35.58 △8.63 △14.45

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 22.3 22.3 23.2

回次
第68期

第３四半期
連結会計期間

第69期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日

自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日

１株当たり四半期純損失金額（△）（円） △38.79 △39.87

２【事業の内容】
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当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間（平成25年10月１日から平成26年６月30日まで）における当社グループを取り巻く外

部環境は、日銀の金融政策などの政策効果が徐々に実体経済、企業業績などに波及しており、日本経済は全般的に

緩やかな回復基調になりました。しかしながら、円安による原材料価格の上昇や消費税の増税による個人消費への

影響、さらには中国の景気減速や新興国の成長鈍化などが懸念され、依然として先行き不透明な状況が続いており

ます。

このような環境の中で当社グループは、将来の成長に向けたさまざまな施策を昨年から計画・実行し、事業基盤

の安定、拡大に取り組んできております。主力の施設機器事業におきましては、大学や民間企業の研究施設への大

型物件の受注が増加し好調に推移しました。機械装置事業におきましても、主要市場である医薬や半導体関連への

売上が低迷したものの堅調に推移しました。

この結果、当第３四半期連結累計期間における当社グループの売上高は11,941百万円（前年同期比11.1％増）、

営業利益は79百万円（前年同期は、223百万円の営業損失）、経常利益は21百万円（前年同期は、290百万円の経常

損失）、繰延税金負債の取り崩し等による法人税等調整額216百万円を計上し、四半期純損失は120百万円（前年同

期は、498百万円の四半期純損失）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

なお、第１四半期連結会計期間より報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同四半期比較について

は、前年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組替えた数値で比較しております。

① 施設機器

当社グループの主力事業であります施設機器におきましては、研究開発関連予算の増加や民間市場、特に医

薬・食品・化学業界を中心としたソリューション営業の展開、さらにはメンテナンス体制の拡充を背景に、実験

台やドラフト関連の主力商品やサービスの売上及び受注は順調に推移しています。主要顧客であります大学や官

公庁からの引合い件数も活発であり前年を大きく上回る実績となりました。また、厳しい受注環境は続いていま

すが、昨年度より取り組んでいます積極的な原価低減により売上総利益率も高水準を維持、さらに改善できてお

ります。その結果、売上高は7,941百万円（前年同期比14.9％増）、営業利益は360百万円（前年同期比532.9％

増）となりました。

② 機械装置

機械装置におきましては、厳しい事業環境の中、当社グループを挙げて新商品開発やコスト競争力の強化、グ

ループ内連携の強化に努めるなど、積極的な事業展開に注力してまいりましたが、民間設備投資が低調であるこ

とから厳しい受注競争が継続する状況となりました。特に、粉体機械部門では、医薬品メーカー向けの売上が低

迷したものの新製品開発や改良商品が功を奏し全体では売上を増加することができました。また、受託加工・プ

ロセス開発分野では、昨年ラインを増設したことにより原価率が改善し収益の底上げを図れました。

この結果、売上高は3,999百万円（前年同期比4.3％増）、営業利益は118百万円（前年同期比28.3％増）とな

りました。

第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

２【経営上の重要な契約等】

３【財政状態及び経営成績の分析】
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(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の資産につきましては、前連結会計年度末から 百万円増加して 百万円と

なりました。流動資産は前連結会計年度末から 百万円増加し 百万円、固定資産は前連結会計年度末から

百万円減少して 百万円、繰延資産は 百万円となりました。

流動資産の増加の主な要因は、現金及び預金が 百万円、棚卸資産が 百万円増加し、受取手形及び売掛金が

百万円減少したことによるものであります。

固定資産の減少の主な要因は、有形固定資産が 百万円減少したことによるものであります。

負債につきましては、前連結会計年度末から 百万円増加して 百万円となりました。流動負債は前連結

会計年度末から 百万円増加して 百万円、固定負債は前連結会計年度末から 百万円減少して 百万円

となりました。

流動負債の増加の主な要因は、支払手形及び買掛金が 百万円、未払法人税等が 百万円増加し、短期借入金

が 百万円減少したことによるものであります。

固定負債の減少の主な要因は、社債及び長期借入金が 百万円増加し、繰延税金負債が 百万円減少したこと

によるものであります。

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、125百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

(5) 主要な設備

① 前連結会計年度末において計画中であった主要な設備の新設について、当第３四半期連結累計期間に完成した

ものは、次のとおりであります。

② 当第３四半期連結累計期間において、以下の主要な設備を売却しております。

122 15,147

702 8,411

579 6,717 17

594 340

329

518

259 11,742

273 6,926 13 4,816

606 255

612

211 267

会社名
事業所名

所在地 セグメントの名称 設備の内容
投資総額
（千円）

完成年月

不二パウダル㈱

本社及び工場

大阪府

東大阪市
機械装置

機械装置生産

研究開発

その他設備

1,535,569 平成25年11月

会社名
事業所

（所在地）
セグメントの名称 設備の内容

帳簿価額
（千円）

売却年月

不二パウダル㈱
野江

（大阪市城東区）

施設機器

機械装置

研究開発

施設設備

その他設備

119,287 平成25年12月

不二パウダル㈱
本社

（大阪市城東区）
機械装置

研究開発

その他設備
57,379 平成26年１月
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①【株式の総数】

②【発行済株式】

該当事項はありません。

該当事項はありません。

該当事項はありません。

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 42,000,000

計 42,000,000

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
(平成26年６月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成26年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 14,197,438 14,197,438

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

1,000株

計 14,197,438 14,197,438 － －

（２）【新株予約権等の状況】

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

（４）【ライツプランの内容】

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成26年４月１日～

平成26年６月30日
－ 14,197,438 － 1,387,182 － 1,113,302

（６）【大株主の状況】

7432/E02799/ダルトン/2014年
－5－



当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成26年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

②【自己株式等】

（７）【議決権の状況】

平成26年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 201,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 13,951,000 13,951 －

単元未満株式 普通株式 45,438 － －

発行済株式総数 14,197,438 － －

総株主の議決権 － 13,951 －

平成26年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社ダルトン
東京都中央区築地五丁目

６番10号
201,000 － 201,000 1.42

計 － 201,000 － 201,000 1.42
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該当事項はありません。

２【役員の状況】
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１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成26年４月１日から平

成26年６月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年10月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

第４【経理の状況】

7432/E02799/ダルトン/2014年
－8－



１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,382,657 2,977,182

受取手形及び売掛金 3,892,669 3,399,880

電子記録債権 － 163,304

商品及び製品 604,141 763,782

仕掛品 153,713 224,509

原材料及び貯蔵品 378,412 488,118

その他 307,152 400,466

貸倒引当金 △9,275 △5,365

流動資産合計 7,709,471 8,411,879

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 681,773 1,674,718

機械装置及び運搬具（純額） 147,664 138,337

土地 3,159,995 2,663,827

その他（純額） 1,417,340 411,761

有形固定資産合計 5,406,773 4,888,645

無形固定資産

のれん 288,820 262,030

その他 633,221 583,695

無形固定資産合計 922,041 845,726

投資その他の資産

投資有価証券 81,937 92,989

その他 886,582 891,007

貸倒引当金 △320 △438

投資その他の資産合計 968,199 983,558

固定資産合計 7,297,015 6,717,930

繰延資産 18,620 17,717

資産合計 15,025,107 15,147,527
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,824,659 2,372,696

電子記録債務 － 1,058,232

短期借入金 2,542,653 1,929,694

1年内償還予定の社債 128,400 177,700

未払法人税等 36,831 292,256

賞与引当金 139,710 157,992

製品保証引当金 23,580 22,942

移転損失引当金 178,996 －

資産除去債務 － 26,288

その他 778,001 888,312

流動負債合計 6,652,832 6,926,115

固定負債

社債 668,000 705,850

長期借入金 2,055,860 2,229,273

退職給付引当金 883,205 883,336

役員退職慰労引当金 144,996 155,884

資産除去債務 32,715 31,213

その他 1,045,139 810,577

固定負債合計 4,829,916 4,816,135

負債合計 11,482,749 11,742,251

純資産の部

株主資本

資本金 1,387,182 1,387,182

資本剰余金 1,116,886 1,116,886

利益剰余金 1,030,076 909,271

自己株式 △60,101 △60,550

株主資本合計 3,474,043 3,352,789

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 18,189 22,731

その他の包括利益累計額合計 18,189 22,731

少数株主持分 50,125 29,754

純資産合計 3,542,358 3,405,275

負債純資産合計 15,025,107 15,147,527
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年10月１日
至 平成25年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年10月１日
至 平成26年６月30日)

売上高 10,746,134 11,941,011

売上原価 7,139,727 7,755,314

売上総利益 3,606,406 4,185,697

販売費及び一般管理費 3,830,001 4,105,930

営業利益又は営業損失（△） △223,594 79,766

営業外収益

受取利息 505 629

保険事務手数料 3,449 4,123

助成金収入 100 1,350

貸倒引当金戻入額 2,953 3,502

その他 19,913 21,095

営業外収益合計 26,922 30,700

営業外費用

支払利息 55,614 59,588

手形売却損 11,849 12,707

持分法による投資損失 383 －

その他 25,932 17,063

営業外費用合計 93,780 89,359

経常利益又は経常損失（△） △290,453 21,106

特別利益

固定資産売却益 783 52

負ののれん発生益 － 14,157

受取補償金 14,960 －

特別利益合計 15,743 14,209

特別損失

固定資産除却損 － 1,748

固定資産売却損 － 833

移転関連費用 － 65,388

移転損失引当金繰入額 178,996 －

特別損失合計 178,996 67,971

税金等調整前四半期純損失（△） △453,705 △32,655

法人税、住民税及び事業税 42,355 309,336

法人税等調整額 9,470 △216,946

法人税等合計 51,825 92,389

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △505,531 △125,044

少数株主損失（△） △7,458 △4,240

四半期純損失（△） △498,072 △120,804
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年10月１日
至 平成25年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年10月１日
至 平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △505,531 △125,044

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 17,204 4,568

持分法適用会社に対する持分相当額 578 －

その他の包括利益合計 17,782 4,568

四半期包括利益 △487,748 △120,476

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △480,371 △116,262

少数株主に係る四半期包括利益 △7,377 △4,213
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受取手形割引高は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間（自 平成24年10月１日 至 平成25年６月30日）及び当第３四半期連結累計期間

（自 平成25年10月１日 至 平成26年６月30日）

当社グループの売上高は、第２四半期連結会計期間及び第４四半期連結会計期間に集中しており、第１四半期

連結会計期間及び第３四半期連結会計期間は相対的に少なくなる傾向があります。

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成24年10月１日 至 平成25年６月30日）

配当に関する事項

該当事項はありません。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成25年10月１日 至 平成26年６月30日）

配当に関する事項

該当事項はありません。

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成25年９月30日）

当第３四半期連結会計期間
（平成26年６月30日）

受取手形割引高 千円774,856 千円1,541,768

（四半期連結損益計算書関係）

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自 平成24年10月１日
至 平成25年６月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成25年10月１日
至 平成26年６月30日）

減価償却費 千円187,254 千円281,014

のれんの償却額 27,962 26,789

（株主資本等関係）
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Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成24年10月１日 至 平成25年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円）

（注）１．セグメント利益又はセグメント損失の調整額 千円は、各報告セグメントに配分していない全社費

用であります。全社費用は、主に事業セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成25年10月１日 至 平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円）

（注）１．セグメント利益の調整額 千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社

費用は、主に事業セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間より、会社組織の変更に伴い報告セグメントを従来の「科学研究施設」から

「施設機器」に、「粉体機械等」から「機械装置」に名称を変更し、「科学研究施設」に含まれていたシ

ステム機器事業を「機械装置」に含めております。

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、会社組織変更後の報告セグメントの区分に基づ

き作成したものを開示しております。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（重要な負ののれん発生益）

「機械装置」セグメントにおいて、連結子会社である㈱昭和化学機械工作所の自己株式取得により、負

ののれん発生益14,157千円を計上しております。なお、負ののれん発生益は特別利益のため、セグメント

利益には含めておりません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

報告セグメント 調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２施設機器 機械装置 計

売上高

外部顧客への売上高 6,911,964 3,834,169 10,746,134 － 10,746,134

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 6,911,964 3,834,169 10,746,134 － 10,746,134

セグメント利益又は

セグメント損失（△）
57,039 92,541 149,580 △373,175 △223,594

△373,175

報告セグメント 調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２施設機器 機械装置 計

売上高

外部顧客への売上高 7,941,549 3,999,461 11,941,011 － 11,941,011

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 7,941,549 3,999,461 11,941,011 － 11,941,011

セグメント利益 360,983 118,698 479,682 △399,915 79,766

△399,915
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１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

該当事項はありません。

（１株当たり情報）

前第３四半期連結累計期間
（自 平成24年10月１日
至 平成25年６月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成25年10月１日
至 平成26年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） 円 銭△35 58 円 銭△8 63

（算定上の基礎）

四半期純損失金額（△）（千円） △498,072 △120,804

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（△）（千円） △498,072 △120,804

普通株式の期中平均株式数（株） 13,998,102 13,995,806

２【その他】
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該当事項はありません。

第二部【提出会社の保証会社等の情報】

7432/E02799/ダルトン/2014年
－16－



当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ダルト

ンの平成25年10月１日から平成26年９月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成26年４月１日から平成

26年６月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年10月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ダルトン及び連結子会社の平成26年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

独立監査人の四半期レビュー報告書

平成26年８月12日

株式会社ダルトン

取締役会 御中

有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 斎藤 昇 印

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 田中 徹 印

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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